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中世の華・黄金テンペラ画一石原靖夫の復元模写チェンニーノ ・チェンニーニ「讐。門図巴」を巡る旅

テ
ン
ペ
ラ
と
は

現
在
日
本
で
は 、

主
に
卵
黄
で
顔
料
を
練
っ

た
絵
具
で
描
く
技
法
や
絵
画
の
こ
と
を
さ
し

て
い
ま
す 。

テ
ン
ペ
ラ
(te
m
pera)

は 、

ラ
テ
ン
語
の
te
m
perare
(
か
き
混
ぜ
る）

か
ら
派
生
し
た
イ
タ
リ
ア
語
で 、

絵
画
に
お

い
て
は
結
合
剤 、

ま
た
は
粉
末
の
顔
料
に
そ

れ
を
練
り
合
わ
せ
る 、

と
い
う
意
味
を
持
ち 、

18
世
紀
頃
ま
で
は
卵
以
外
に
も 、

膠 、

ア
ラ

ビ
ア
ゴ
ム 、

カ
ゼ
イ
ン
な
ど
で
顔
料
を

練
っ
た
水
性
絵
具
の
総
称
と
し
て
用
い

ら
れ
て
い
ま
し
た 。

テ
ン
ペ
ラ
画
は 、

フ
レ
ス
コ
（
壁
画）

と
同
様
に
古
く
か

ら
あ
り 、

特
に
中
世
の
写
本
や
ル
ネ
サ

ン
ス
期
に
か
け
て
の
板
絵
祭
壇
画
な
ど

に
優
れ
た
作
品
が
多
く
見
ら
れ
ま
す 。

卵
黄
テ
ン
ペ
ラ
は
乾
き
が
速
く 、

耐
久

性
に
富
み 、

明
る
＜
鮮
や
か
な
色
を
発

し 、

ま
た
油
彩
や
膠
と
は
異
な
る
接
着

特
性
が
あ
り
ま
す 。

そ
れ
ゆ
え
金
箔
と
卵
黄

と
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り 、

多
く
の
装
飾
技

法
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た 。

“
原
靖
夫
(
1
9
4
3
—

)

東
京
藝
術
大
学
油
画
科
を
卒
業
後 、

1
9
7
0
年
9
月 、

イ
タ
リ
ア
政
府
給
費

生
と
し
て
渡
伊 。

ロ
ー

マ
国
立
中
央
修
復
研

究
所
で
ジ
ュ
リ
ア
ー

ノ
・

バ
ル
デ
ィ
教
授
に

師
事
し 、

シ
ェ
ナ
派
の
黄
金
テ
ン
ペ
ラ
を
研

究 。

1
9
7
2
年
か
ら
ロ
ー

マ
の
国
立
古

典
絵
画
館
客
員
と
し
て 、

シ
モ
ー

ネ
・

マ
ル

テ
ィ
ー

ニ
作
《
受
胎
告
知》
(
1
3
3
3
年）

の
復
元
研
究
模
写
を
行
い
ま
し
た 。

1
9
7
8
年
に
帰
国
し 、

東
京
都
美
術
館 、

京
都
の
日
本
イ
タ
リ
ア
会
館
で
同
作
品
を
公

゜

®
 ゜

開 。

現
在
は 、

テ
ン
ペ
ラ
画
の
普
及
に
努
め 、

テ
ン
ペ
ラ
技
法
に
よ
り
イ
タ
リ
ア
の
風
景
を

テ
ー

マ
に 、

個
展
を
中
心
に
発
表
を
続
け
て

い
ま
す 。

Il
L
iulo
4dlr
A
rte
と

『
絵
両
術
の
書』

If
 Liblo
 dell `
A
rte
は 、
1
4
0
0
年
頃
に
チ
T

ン
ニ
ー

ノ
・

チ
ェ
ン
ニ
ー

ニ
が
イ
タ
リ
ア
の

工
房
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
き
た
絵
画
技
法
を

ま
と
め
た
手
引
書
で
す
が 、

そ
の
手
稿
は
現

存
せ
ず 、

幾
つ
か
の
写
本
が
今
に
残
さ
れ
て

い
ま
す 。

書
籍
と
し
て
は
1
8
2
1

年
に
イ

タ
リ
ア
で
出
版
さ
れ
た
も
の
が
最
も
早
く 、

日
本
で
は 、

同
書
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳

(
1
8
8
5
年
刊
の
1
9
1
1

年
改
訂
版
・

ル
ノ
ワ
ー

ル
の
序
文
付）

を
画
家
の
中
村
斡

が
翻
訳
を
試
み 、

1
9
6
4
年
に
中
央
公
論

美
術
出
版
よ
り
出
版
さ
れ
た
『
藝
術
の
書』

が
最
初
で
し
た 。

そ
の
後 、

1
9
9
1

年
に

岩
波
書
店
の
『
チ
ェ
ン
ニ
ー

ノ・
チ
ェ
ン
ニ
ー

二
絵
画
術
の
書』

が
刊
行
さ
れ
ま
す 。

本
書

は
美
術
史
家
の
辻
茂
が 、

そ
の
技
法
研
究
に

お
い
て 、

長
い
年
月
を
か
け
日
本
語
訳
と
し

て
完
成
さ
せ
た
も
の
で 、

巻
末
に
は 、

緻
密

な
調
査
に
よ
る
詳
細
な
用
語
解
説
が
付
さ
れ

て
い
ま
す 。

石
原
は 、

画
家
と
し
て
技
法
の

面
か
ら 、

イ
タ
リ
ア
語
に
精
通
す
る
美
術
史

家
望
月
一

史
と
と
も
に
本
書
の
翻
訳
作
業
に

関
わ
り
ま
し
た 。

本
展
で
は 、

原
典
If
Li
blo
 dell 、
A
品
の
訳

語
を 、
辻
茂
編
訳
の
書
籍
タ
イ
ト

ル
か
ら
『
絵

画
術
の
書』

と
し
ま
し
た 。

ート 目黒区民センタ ー

東急
地下鉄即

至五反田：：
」R

瓢詳しいマップは
こちらから

JR山手線・東急目黒線
東京メトロ南北線・都営三田線
目黒駅下車徒歩10分
東急バス
権之助坂（目黒通リ）下車徒歩5分、
田道小学校入口（山手通り）
下車徒歩3分
巨黒区民センター 隣接

※当館には来館者専用の駐車場はありませんので、電車・バスなど公共交通
機関をご利用ください。

※車でお越しの場合は隣接の目黒区民センタ ーの駐車場（有料）をご利用く
ださい。

●関連催事

会期中、本展関連催事として、講演会ほかを予定
しています。

●同時期開催

ワ ー クショップ2025 春

〈古典技法への旅〉

土日を中心に、展覧会に関連したワ ー クショッ
プを開催します。 「画材の実験室」、 「オンライン
で美術館」も予定しています。

詳細、参加申込方法等は当館ウェブサイトでご確認く
ださい。

............... 

当館サイト

鬱

【画像について】

（表面から）
〇石原靖夭 工程見本「シモ ーネ・マルティー

二《受胎告知》部分聖母マリア」7丁程／石雷
下地卵黄テンペラ、金箔·板／各27.3X22.0cm
上程1［下絵］→工程2 ［金箔を置く］→上程3
［刻印装飾］→工程4 ［グラフィ ー ト］→工程5
［彩色］→工程6 ［肌を描く］→工程7［仕上げ］
0メノウ棒／刻印タガネ／コンパス／リス毛
筆／金泥
0「画材の引き出し博物館ー練り剤による色味
の違い」／「画材の引き出し博物館ー 西洋の色
材：14· 15世紀イタリアの色」／ボ ー ロの塊／
ローズマダー （顔料）
〇石原靖夫《イタリア・ルネサンス期テンペラ
装飾標木》1971年頃／卵黄テンペラ、金箔·板／
42.5X65.5cm／東京藝術大学蔵
ルネサンス期の絵画や額に使われた装飾技法
29種を一枚の板にまとめた標本。
0~0部分拡大： 石原靖夫復元模写《シモ ー

ネ・マルティーニ〈受胎告知〉》1972-78 年／卵
黄テンペラ、金箔・板／226.0X171.0X 11.5cm / 
金沢美術工芸大学蔵（原画＝1333年／ウフィ
ツィ美術館蔵） 撮影：歌田員介／1978年
O『チェンニーノ・チェンニーニ絵画術の書』
辻茂編訳、石原靖夫・望月 ー史訳／岩波書店、
1991年
®金箔、箔刷毛
®ラピスラズリ
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